
（参考）計画策定時の数値目標（　Ｈ１８．１２策定　）
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（百万円） １日平均売得額推移【金沢競馬（県営＋市営）】
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（百万円） 単年度収支推移【金沢競馬】

経営改善に向けた数値目標等の設定について
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※ カッコ内数値は

現状推移（下落傾向）

３ヵ年計画の実施

３ヵ年計画のポイント

◎ 歳入の考え方

【基本方針】

理想は自場完結型 → 全国的に下落傾向が続いている中で困難

【自場発売分】 短期的に下落傾向に歯止め

・ 競走馬の出走頭数の確保 （商品供給力）

・ 販売促進策の強化による入場者の確保 （すそ野拡大）

【在宅投票分】 インターネット投票の多様化による増収 （楽天の参入）

【他場発売分】 東海地区との連携強化による増収

◎ 歳出の考え方

・ 人件費を中心とした大幅な削減 （職員数を３年間で７名削減）
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県営分：Ｈ１９年度に収支均衡

県営分：Ｈ２０年度に黒字転換

市営分：Ｈ２０年度に収支均衡

市営分：Ｈ２１年度に黒字転換

数値目標

期間内において、単年度収支の黒字化を達成するため、

① 期間の最終年度には、自場開催時において、１日あたり概ね、

１億２，０００万円以上の総売得額を確保すること

ア 自場における売得額を ８，５００万円以上

イ 他場及び在宅投票による売得額を ３，５００万円以上

② 黒字化に向けた更なる収入を確保するため、①に加え、他場開催分に

ついても積極的に発売することとし、各場との連携強化を図ること

③ 民間活力の導入等によって、開催経費を可能な限り縮減すること

（見込み）
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